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黒 川

復 興 ガ ー デ ン と

バ イ オ ア ー ト 九 州 大 学 ソ ー シ ャ ル ア ー ト ラ ボ

シ リ ー ズ 《 ア ー ト と 社 会 包 摂 》

復 興 の 庭 創 造 の た め の 学 び と 実 践  

九 州 大 学 ソ ー シ ャ ル ア ー ト ラ ボ は 、 社 会 の 課 題 に コ ミ ッ ト し 、 人 間 ど う し の 新 し い つ な が り を 生 み 出 す

芸 術 実 践 を 「 ソ ー シ ャ ル ア ー ト 」 と 捉 え 、 新 し い 生 の 価 値 を 提 示 し て い く こ と を 目 的 と し て い ま す 。 平 成

3 0  年 か ら は 、 シ リ ー ズ 《 ア ー ト と 社 会 包 摂 》 を テ ー マ と し て 研 究 ・ 教 育 ・ 実 践 ・ 提 言 に 取 り 組 ん で い ま す 。

ウ ェ ブ サ イ ト : htt p : / / w w w. s al. d e si g n. k y u s h u - u. a c.j p /

主 催 ： 九 州 大 学 大 学 院 芸 術 工 学 研 究 院 ソ ー シ ャ ル ア ー ト ラ ボ

共 催 ： 共 星 の 里 、 公 益 財 団 法 人 福 岡 市 文 化 芸 術 振 興 財 団

助 成 ： 平 成 3 0 年 度 文 化 庁 大 学 に お け る 文 化 芸 術 推 進 事 業

後 援 ： 朝 倉 市 （ 1 0 / 2 6 ） 、 福 岡 市 （ 1 1 / 1 0 ）

　 　 　 日 本 ア ー ト マ ネ ジ メ ン ト 学 会 九 州 部 会

　 　 　 九 州 大 学 災 害 復 興 支 援 団

九 州 大 学 ソ ー シ ャ ル ア ー ト ラ ボ

枡 野 俊 明   ま す の し ゅ ん み ょ う

曹 洞 宗 徳 雄 山 建 功 寺 住 職

多 摩 美 術 大 学 環 境 デ ザ イ ン 学 科 教 授 、 庭 園 デ ザ イ ナ ー

大 学 卒 業 後 、 大 本 山 總 持 寺 で 修 行 。 禅 の 思 想 と 日 本 の 伝 統 文 化 に 根 ざ

し た 「 禅 の 庭 」 の 創 作 活 動 を 行 い 、 国 内 外 か ら 高 い 評 価 を 得 る 。 芸 術

選 奨 文 部 大 臣 新 人 賞 を 庭 園 デ ザ イ ナ ー と し て 初 受 賞 。 ド イ ツ 連 邦 共 和 国

功 労 勲 章 功 労 十 字 小 綬 章 を 受 章 。 ま た 、 2 0 0 6 年 「 ニ ュ ー ズ ウ ィ ー ク 」

誌 日 本 版 に て 「 世 界 が 尊 敬 す る 日 本 人 1 0 0 人 」 に も 選 出 さ れ る 。 庭 園

デ ザ イ ナ ー と し て の 主 な 作 品 に 、 カ ナ ダ 大 使 館 、 セ ル リ ア ン タ ワ ー

東 急 ホ テ ル 庭 園 、 ベ ル リ ン 日 本 庭 園 な ど 。 主 な 著 書 に 『 禅 、 シ ン

プ ル 生 活 の す す め 』 、 『 心 配 事 の 9 割 は 起 こ ら な い 』 な ど が あ る 。

1 9 4 7 年 福 岡 県 朝 倉 市 生 ま れ 。 1 9 7 1 年 に 渡 米 し 、 3 0 年 間

を サ ン フ ラ ン シ ス コ で 過 ご す 。 現 代 美 術 作 家 と し て

国 内 外 で 個 展 や ラ イ ブ ペ イ ン テ ィ ン グ を 行 う ほ か 、 音 楽 家 ・

喜 多 郎 の ラ イ ブ ツ ア ー や ア ル バ ム ジ ャ ケ ッ ト の ア ー ト

ワ ー ク を 手 掛 け る な ど 、 日 本 、 米 国 、 ヨ ー ロ ッ パ な ど

を 舞 台 に 幅 広 く 活 動 を 行 っ て い る 。 2 0 0 0 年 か ら 廃 校

利 用 の 美 術 館 「 共 星 の 里 」 の ア ー ト デ ィ レ ク タ ー と し て

企 画 ・ 運 営 に 携 わ る 。

福 岡 県 朝 倉 市 生 ま れ 。 フ ァ ッ シ ョ ン デ ザ イ ナ ー 。

オ ー ト ク チ ュ ー ル フ ァ ッ シ ョ ン デ ザ イ ナ ー 、 テ ル コ ・ オ ト ー

に 師 事 し 、 パ タ ー ン ・ デ ザ イ ン と 和 服 を 学 ぶ 。 2 0 0 0 年 か ら

母 校 で も あ る 山 里 の 廃 校 利 用 の 美 術 館 「 共 星 の 里 」 の 立 ち

上 げ ・ 企 画 ・ 運 営 を 行 う か た わ ら 、 2 0 1 1 年 に 布 遊 び を 楽 し

み な が ら 『 ア ー ト 感 の あ る 現 代 の ジ ャ ポ ニ ズ ム 』 を コ ン

セ プ ト に 創 作 服 「 Ki e n 」 を 立 ち 上 げ 、 廃 校 利 用 の 美 術 館 「 共 星

の 里 」 を 拠 点 に 衣 食 住 を 通 し 、真 の 豊 か さ の 探 求 を 続 け て い る 。

昭 和 5 9 年 駒 澤 大 学 仏 教 学 部 ・ 仏 教 学 科 卒 業 。 曹 洞 宗 

大 本 山 永 平 寺 に て 修 行 。 社 会 福 祉 士 ・ 介 護 福 祉 士 ・ 介 護

支 援 専 門 員 と し て 老 人 福 祉 の 現 場 に 奉 職 。 平 成  1 7  年 よ り

福 岡 県 朝 倉 市 円 清 寺  2 5 世 住 職 。 写 経 会 ・ 坐 禅 会 な ど を

通 じ て 、 「 親 し み や す い お 寺 」 を モ ッ ト ー に 教 化 布 教 に

精 進 。

1 9 6 9  年 福 岡 県 朝 倉 市 生 ま れ 。 長 崎 大 学 経 済 学 部 卒 、

凸 版 印 刷 ㈱ に  5  年 勤 務 後 、 家 業 を 継 ぐ 。 三 代 目 。 住 宅 ・

社 寺 ・ 文 化 財 等 の 木 材 を 請 け 負 う 。 西 日 本 新 聞 に て 『 木

挽 棟 梁 の モ ノ サ シ ・ 1 5  回 』 、 『 住 ま い の モ ノ サ シ ・ 4 2  回 』

を 連 載 。 木 の 魅 力 を 発 信 し た 。 2 0 1 6 年 に 九 州 大 学 大 学 院

芸 術 工 学 府 ・ 博 士 後 期 課 程 入 学 。 九 州 大 学 非 常 勤 講 師

（ 2 0 1 6 ） 、 福 岡 大 学 非 常 勤 講 師 （ 2 0 1 4  ～ ） 。 （ 一 社 ） 日 本

茅 葺 き 文 化 協 会 理 事 、 （ 一 社 ） 日 本 板 倉 建 築 協 会 理 事 。

博 士 （ 芸 術 学 ） 。 彫 刻 家 （ 国 画 会 会 員 ） 。 山 岳 修 験 道 学 会

評 議 員 （ 英 彦 山 山 伏 「 知 足 院 」 の 子 孫 ） 。

中 越 地 震 、 東 日 本 大 震 災 、 熊 本 震 災 、 九 州 北 部 豪 雨 災 害 に

お い て 、 ア ー ト を 通 し た 復 興 支 援 活 動 を 行 う 。 2 0 1 7 年

よ り 、 災 害 流 木 の し お り を 制 作 し 義 援 金 と す る 活 動 や 、

旧 朝 倉 市 立 松 末 小 学 校 時 計 づ く り ワ ー ク シ ョ ッ プ 等 を 行 う 。

樹 齢 1 3 2 年 の 災 害 流 木 で 制 作 し た 彫 刻 《 朝 倉 龍 》 を 、

朝 倉 市 立 杷 木 小 学 校 に 寄 贈 し て い る 。

九 州 大 学 ソ ー シ ャ ル ア ー ト ラ ボ

T E L / F A X  0 9 2 - 5 5 3 - 4 5 5 2   

M AI L  s al - c ul @ d e si g n. k y u s h u - u. a c.j p

W E B  htt p : / / w w w. s al. d e si g n. k y u s h u - u. a c.j p

    ソ ー シ ャ ル ア ー ト ラ ボ

お 問 い 合 わ せ尾 藤 悦 子   お と う え つ こ 　共 星 の 里 ゼ ネ ラ ル マ ネ ジ ャ ー

渕 上 良 仙  ふ ち が み り ょ う せ ん 　龍 光 山 円 清 寺 住 職 杉 岡 世 邦   す ぎ お か と し く に  （ 有 ） 杉 岡 製 材 所 代 表 取 締 役 社 長

知 足 美 加 子   と も た り み か こ  九 州 大 学 大 学 院 芸 術 工 学 研 究 院 准 教 授柳 和 暢   や な ぎ か ず の ぶ   共 星 の 里 ア ー ト デ ィ レ ク タ ー

枡 野 俊 明 「 ベ ル リ ン 日 本 庭 園 」 　 撮 影 ／ 田 畑 み な お

枡 野 俊 明 「 ベ ル リ ン 日 本 庭 園 」

撮 影 ／ 田 畑 み な お

ー  英 彦 山 修 験 道 と 禅 に 習 う ー  

参 加 者 募 集

1 0 . 2 6 ［ 金 ］ … 「 創 る 」 黒 川 復 興 ガ ー デ ン と バ イ オ ア ー ト  ー 英 彦 山 修 験 道 と 禅 に 習 う ー

1 1 . 1 0 ［ 土 ］ … 「 発 想 す る 」 復 興 支 援 の た め の ア ー ト の 企 画 提 案 ・ ブ レ イ ン ス ト ー ミ ン グ



2 0 1 8 . 1 0 . 7 ［ 日 ］ 1 0 : 0 0 ～ 1 6 : 0 0 ア ー ト 体 験  
■ ピ ン ホ ー ル カ メ ラ ワ ー ク シ ョ ッ プ と 岩 屋 権 現 を 散 策
    鈴 鹿 芳 康  作 家

■ ロ ッ ク キ ャ ン ド ル ワ ー ク シ ョ ッ プ  

■ 災 害 流 木 ア ー ト ワ ー ク シ ョ ッ プ （ 鷽 鳥 作 り ）

2 0 1 8 . 1 0 . 8 ［ 月 /  祝 ］  1 0 : 0 0 ～ 1 7 : 0 0 シ ン ポ ジ ウ ム
■  黒 川 院 と 山 岳 信 仰   
　 森 弘 子  福 岡 県 文 化 財 保 護 審 議 委 員 会 委 員 、 人 間 環 境 学 博 士

■  英 彦 山 と 黒 川 院   高 千 穂 秀 敏   英 彦 山 神 宮 宮 司

■  自 然 と ア ー ト 命 の 再 生  知 足 美 加 子   九 州 大 学

■ パ ネ ル デ ィ ス カ ッ シ ョ ン 「 く ろ が わ の 場 が 放 つ 力 と 可 能 性 と は 」

　
二
○
一 七 年 七 月 五 日

、
九 州 北 部 は 甚 大

な 豪 雨

被 害 に 見 舞 わ れ ま し た

。
私 た ち は

、

「 昨 日 と 繋 が ら な い 今 日

」
を 生 き る 被 災 地

の 方 々 や 環 境 に 寄 り 添 い

、
復 興

に 寄 与

す る こ と を 目 指 し

、
朝 倉 市 黒 川

の
「 共 星

の
里
（ 廃 校 利 用 の 美 術 館 ）

」
と 協 力

し な

が ら

、
流 れ つ い た 岩 石

、
流 木

、
さ ら に

森 に

生 息 す る 菌

類
「 粘 菌

」
を も 活 か し た 復 興

ガ ー デ ン を 制 作 し ま す 。　
英 彦 山 修 験 道 の 精 神

、
お よ び 禅 の 庭 に

習 い

、
生 命 を 潜 思 し

、
自 発 的 な 治 癒 力 を

支 え る ア ー ト の 力 に 働 き か け

、
心 安

ら ぐ

空 間 を

、
愛 を も っ て 共 同 で 創 造 し て

い き

ま す 。

復 興 ガ ー デ ン 作 り の た め の 感 覚 を 育 て る こ と を 目 的 と し 、

現 地 研 修 を 行 い ま し た 。
2 0 1 8 . 7 . 1 ［ 日 ］「 感 じ る 」

不 立 文 字【 ふ り ゅ う も ん じ 】
概 念 知 識 に 頼 ら ず 、 論 理 的 な 思 考 を打 ち 破 っ た 体 験 的 な と こ ろ に 本 来伝 え る べ き も の が あ る

［ 音 楽 監 督  +  作 曲 ］ 藤 枝 守

［ 演 出 協 力  +  出 演 ］ 石 川 高 （ 神 楽 歌 、 笙 ）

［ ラ イ ブ ・ ペ イ ン テ ィ ン グ ］ 柳 和 暢 （ 共 星 の 里 ）

［ 美 術 ］ 知 足 美 加 子 （ 杉 岡 製 材 所 提 供 の 朝 倉 杉 な ど に よ る ）

［ 主 催 ・ 制 作 ］ 九 州 大 学 ソ ー シ ャ ル ア ー ト ラ ボ 志 賀 島 グ ル ー プ

［ 助 成 ］ 日 本 財 団 「 海 と 日 本  P R O J E C T 」

［ 問 い 合 わ せ ］ s al - s e a @ d e si g n. k y u s h u - u. a c.j p

「 表 現 す る 」

関 連 講 座枡 野 俊 明 「 禅 と 禅 芸 術 と し て の 庭 」 毎 日 新 聞 出 版 社

 ２ ０ ０ ８ 年

 よ り 要 約

参 加 推 奨 イ ベ ン ト

「 学 ぶ 」

被 災 地 主 体 の 復 興 活 動 を 支 援 す る 実 践 学 習 で す 。 1 0  月  7  日 、 8  日

の 運 営 を 手 伝 っ て い た だ け る ア ー ト ボ ラ ン テ ィ ア も 募 集 し ま す 。

［ お 申 し 込 み ・ お 問 い 合 わ せ ］

t el: 0 9 4 6- 2 9 - 0 5 9 0 （ 共 星 の 里 ） へ 直 接 お 問 い 合 わ せ く だ さ い 。

［ 場 所 ］ 共 星 の 里 　

［ 主 催 ］ 共 星 の 里 再 起 動 計 画 実 行 委 員 会

［ 助 成 ］ 自 治 総 合 セ ン タ ー 「 コ ミ ュ ニ テ ィ 助 成 事 業 」

［ 場 所 ］ 九 州 大 学 大 橋 キ ャ ン パ ス デ ザ イ ン コ モ ン 2 F
          （ 福 岡 市 南 区 塩 原 4 - 9 - 1 正 門 入 っ て 左 手 の 建 物 ）

［ 定 員 ］ 1 5  名 （ 先 着 順 ）

■ ア ー ト プ ロ ジ ェ ク ト に 先 立 つ 関 係 づ く り と

  カ ウ ン タ ー パ ー ト の 重 要 性
   知 足 美 加 子  九 州 大 学 大 学 院 芸 術 工 学 研 究 院 准 教 授

■ 自 分 に と っ て の 復 興 と 未 来 の ビ ジ ョ ン

   柳 和 暢   共 星 の 里 ア ー ト デ ィ レ ク タ ー

　 尾 藤 悦 子  共 星 の 里 ゼ ネ ラ ル マ ネ ジ ャ ー

   杉 岡 世 邦  杉 岡 製 材 所

下 記 の 項 目 を 記 載 の う え 、 メ ー ル ・ F A X  の い ず れ か に よ り お 申 し 込 み く だ

さ い 。 ま た ソ ー シ ャ ル ア ー ト ラ ボ 公 式 ホ ー ム ペ ー ジ 内 「 C O N T A C T 」 か ら も

お 申 し 込 み い た だ け ま す 。

① お 名 前 （ フ リ ガ ナ ） 　 ② お 電 話 番 号 　 ③ メ ー ル ア ド レ ス 　

④ ご 住 所 　 ⑤ ご 所 属 （ 任 意 ） 　 ⑥ 受 講 の 動 機 （ 簡 単 で 結 構 で す ）

2 0 1 8  年  1 1  月  4  日 （ 日 ） 必 着

「 発 想 す る 」

2 0 1 8 . 1 0 . 7 ［ 日 ］ ・ 8 ［ 月 /  祝 ］

く ろ が わ ヒ ス ト リ ア ー ト ・ ボ ラ ン テ ィ ア 募 集

黒 川 復 興 ガ ー デ ン と バ イ オ ア ー ト 
ー 英 彦 山 修 験 道 と 禅 に 習 う ー
復 興 の 庭 創 造 の た め の 学 び と 実 践

［ 場 所 ］ 共 星 の 里 黒 川 I N N  美 術 館 （ 朝 倉 市 黒 川 1 5 4 6 - 1 ）

［ 定 員 ］  2 0  名 （ 先 着 順 ）

［ 集 合 ］  8 :4 0  西 鉄 筑 紫 駅 西 口  あ る い は  9 :3 0  道 の 駅 「 三 連 水 車 の 里 あ さ く ら 」

［ 解 散 ］ 1 6 :3 0  道 の 駅 「 三 連 水 車 の 里 あ さ く ら 」

           あ る い は 1 7:2 0  西 鉄 筑 紫 駅 西 口 （ 予 定 ） 

［ 参 加 費 等 ］  5 00 円 （ 共 星 の 里 黒 川 I NN 美 術 館 の 入 館 料 と し て ）

＊ 昼 食 ： 共 星 の 里 レ ス ト ラ ン （ 要 予 約  1 0 0 0  円 ） ま た は 弁 当 持 参    

「 創 る 」

下 記 の 項 目 を 記 載 の 上 、 メ ー ル ・ F A X  の い ず れ か に よ り お 申 し 込 み く だ

さ い 。 ま た ソ ー シ ャ ル ア ー ト ラ ボ 公 式 ホ ー ム ペ ー ジ 内 「 C O N T A C T 」 か ら も

お 申 し 込 み い た だ け ま す 。

① お 名 前 （ フ リ ガ ナ ） 　 ② お 電 話 番 号 　 ③ メ ー ル ア ド レ ス

④ ご 住 所 　 ⑤ ご 所 属 （ 任 意 ） 　 ⑥ 受 講 の 動 機 （ 簡 単 で 結 構 で す ）

⑦ 集 合 場 所 の 希 望 （ A … 西 鉄 筑 紫 駅 西 口 、B … 道 の 駅 三 連 水 車 の 里 あ さ く ら ）

⑧ 昼 食 レ ス ト ラ ン 予 約 「 希 望 す る 」 「 希 望 し な い 」 い ず れ か を 明 記

2 0 1 8  年  1 0  月  1 4  日 （ 日 ） 必 着

1 3 : 0 0 ～ 1 5 : 0 0 

■ ワ ー ク シ ョ ッ プ

   「 黒 川 復 興 ガ ー デ ン 作 庭 に む け て 」
    フ ァ シ リ テ ー ト  渕 上 良 仙   円 清 寺 住 職

    災 害 状 況 説 明  柳 和 暢 、 尾 藤 悦 子   共 星 の 里

      コ ー デ ィ ネ ー タ ー  知 足 美 加 子   九 州 大 学 大 学 院 芸 術 工 学 研 究 院 准 教 授 

講 演 会
禅 の 庭 の 根 本 概 念    

枡 野 俊 明   禅 僧 、 多 摩 美 術 大 学 教 授

2 0 1 8 . 1 0 . 2 6 ［ 金 ］  1 0 : 3 0 ～ 1 5 : 0 0

（ 実 施 終 了 ）

海 と 神 話 を つ な ぐ ～ 志 賀 島 プ ロ ジ ェ ク ト 2 0 1 8

創 作 神 楽 公 演 「I S O R A 2 0 1 8 」
～ 志 賀 島 と 朝 倉 が 冬 至 に つ な が る ～

2 0 1 8 . 1 2 . 2 2 ［ 土 ］ 1 7 : 0 0 ～ 1 9 : 0 0

［ 場 所 ］ 九 州 大 学 大 橋 キ ャ ン パ ス ・ 多 次 元 デ ザ イ ン 実 験 棟 ホ ー ル

2 0 1 8 . 1 1 . 1 0 ［ 土 ］ 1 3 : 3 0 ～ 1 6 : 3 0

復 興 支 援 の た め の ア ー ト の 企 画 提 案 ・

ブ レ イ ン ス ト ー ミ ン グ

お 申 し 込 み

九 州 大 学 ソ ー シ ャ ル ア ー ト ラ ボ

T E L / F A X  0 9 2 - 5 5 3 - 4 5 5 2   M AI L  s al - c ul @ d e si g n. k y u s h u - u. a c.j p

お 申 し 込 み

九 州 大 学 ソ ー シ ャ ル ア ー ト ラ ボ

T E L / F A X  0 9 2 - 5 5 3 - 4 5 5 2   M AI L  s al - c ul @ d e si g n. k y u s h u - u. a c.j p

仙 厓 《 ○ △ □ 》 1 8 1 9 ～ 1 8 2 8  年 , 

T. S u z u ki, S e n g ai t h e Z e n M a st er ,

N e w Y or k Gr a p hi c S o ci et y Lt b,

1 9 7 1 p. 3 6共 星 の 里 の 校 庭 に 流 れ 着 い た 岩 石 　

.

1 0 : 3 0 ～ 1 2 : 0 0

 

大 分 自 動 車 道 甘 木 ・ 杷 木 各 イ ン タ ー
よ り 車 で 約 3 0 分

＊ 県 道 7 9 合 線 道 幅 狭 小

＊ 豪 雨 の 影 響 に よ り 志 波 （ し わ ） 経 由 と
寺 内 ダ ム 経 由 の み 通 行 可 。
充 分 注 意 し て ご 通 行 く だ さ い 。

［ 場 所 ］

共 星 の 里
黒 川 I N N  美 術 館
朝 倉 市 黒 川 1 5 4 6 - 1

［ 場 所 ］

九 州 大 学
大 橋 キ ャ ン パ ス
デ ザ イ ン コ モ ン 2 F
福 岡 市 南 区 塩 原  4 - 9 - 1

正 門 入 っ て 左 手 の 建 物 　 　 　

東 口

日 赤 通

塩 原 四 丁 目 バ ス 停

那 珂 川

至 博 多

九 州 大 学
大 橋 キ ャ ン パ ス
デ ザ イ ン コ モ ン

Ｊ Ｒ 竹 下 駅

西 鉄 大 橋 駅

小 石 原

志 波

至 湯 布 院

至 日 田

佐 田西 原

黒 川あ ま ぎ
水 の 文 化 村
寺 内 ダ ム

至 秋 月

美 奈 宣 の 杜

至 福 岡

甘 木

甘 木 イ ン タ ー 朝 倉 イ ン タ ー

三 連 水 車

音 楽 館

原 鶴 温 泉

杷 木 I C

三 連 水 車 の 里
あ さ く ら

リ ン ゴ と
ブ ド ウ の 木

セ ン チ ュ リ ー
ゴ ル フ ●

●

●

●
●

●

●

●

5 8 8
5 0 9

7 9

7 9

3 8 6

1 1 2

大 分 自 動 車 道

お ん ら く か ん

5 8 8


